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フランス語圏文化論 (その 2) 2 units 3rd-year(2nd semester)

Toshiro Tajima · Professor / Department of Human Sciences

Target〉 フランス語で書かれた文学作品を原語で読み，作家のテクニックについ
て考える．

Outline〉 人間は内面の感情や知識を伝達したいと考えるとき，記号に頼らざる
を得ない．内的な感情は，テレパシーや，脳に電極を差し込んでそれぞれ直
接電気信号を伝えあうなんてことが可能でない限り，そのまま伝えることは
できず，絵や音楽や言語と呼ばれるを記号や表象を介してしか伝わらないだ
ろう．もし直接に心の動きが伝えられるとしたら，そちらのほうがましだと
あなたは思うだろうか?それとも心の中が直接相手に伝わらないからこそ幸い
だと思うだろうか． 田島は，自分の内面を表象を介して間接的にしか伝えら
れないことを幸いだと思う．だって，やばいことは言わなきゃばれないんだ
から．いやそういう意味だけではなく．ある内面を表現するためにある表象
が選ばれる．その際にその表象が果たして発信者と受信者の間で同じものと
して認識されているかどうかは疑問である．悲しいとか嬉しいとか単純な気
持ちでも涙で表現されたとき，正しく相手に伝わるだろうか．ましてやそれ
よりも複雑な感覚であればそれなりに技巧をこらさなければ発信者の感情は
伝えようがない．そして技巧をこらした表象であっても発信者と受信者の間
で同じものとして認識されないかもしれない．このこと自体がむしろ幸いだ
と思う．だからこそ技巧が発達し，表象自体を楽しむことができるのだから．

Keyword〉 litterature francaise, symbole, texte
Fundamental Lecture〉 “フランス語”(1.0)
Relational Lecture〉 “実用フランス語演習 I”(0.5)
Notice〉 全学共通教育のフランス語 Iを修得しているか，それと同等以上のフラ
ンス語能力が必要．

Goal〉 フランス語で文学を読むためのフランス語能力と，文学作品を鑑賞し，理
解し，論評するための語彙，方法を獲得する．

Schedule〉 19世紀か 20世紀のフランス語で書かれた比較的短い作品を読み，作
者自身について，作品の時代背景について，作品に使われた技法について，ま
た作品の受容について調査検討する．

Evaluation Criteria〉 出席および授業中の発言を重視します．
Re-evaluation〉 行いません．
Textbook〉 コピーを配布します．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218985
Contact〉

⇒ Tajima (+81-88-656-7144, tajima@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
Jeudi, 12h˜13h)

Note〉 後期は火曜 3-4講時に開講．
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